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鹿児島県から得られた南限記録のミサキウナギと
北限記録のシラスミミズアナゴ

水野悠久 1・日比野友亮 2・本村浩之 3

Two specimens of the myrophine worm eels (Ophichthidae) 
were collected from Kagoshima Prefecture, Japan in 2025: Scol-
ecenchelys aoki (Jordan and Snyder, 1901) [84.2 mm total length 
(TL), Kagoshima Bay]; Muraenichthys sibogae Weber and de 
Beaufort, 1916 (111.3 mm TL, Amami-oshima island). The two 
species represent the first records from Kagoshima Prefecture, 
the specimens of S. aoki and M. sibogae being the southernmost 
and northernmost records, respectively, for the species.

 Author & Article Info
1鹿児島大学大学院農林水産学研究科（鹿児島市）

k4536358@kadai.jp (corresponding author)
2北九州市立自然史・歴史博物館（北九州市）
3鹿児島大学総合研究博物館（鹿児島市）

Received	 29 July 2026
Revised 	 04 August 2026
Accepted	 05 August 2026
Published	 06 August 2026
DOI	 10.34583/ichthy.70.0_1

Yuku Mizuno, Yusuke Hibino and Hiroyuki Motomura. 2026. Southernmost and 
northernmost records of Scolecenchelys aoki and Muraenichthys sibogae (Ophich-
thidae), respectively, from Kagoshima Prefecture, southern Japan. Ichthy, Natural 
History of Fishes of Japan, 70: 1–6.

 Abstract

ウミヘビ科ニンギョウアナゴ亜科魚類（Ophichthidae: 

Myrophinae）は，背鰭および臀鰭とスムーズに接続する

柔らかい尾鰭をもつこと，角舌骨に接続する鰓条骨をも

たないこと，および遊離鰓条骨が上舌骨に接続する鰓条

骨よりはるかに多いことで特徴づけられ，これまで 15有

効属が知られている（Hibino et al., 2015；日比野・ざん

くるす，2025）．このうち日本からはこれまでにミナミ

ミミズアナゴ属 Muraenichthys Bleeker, 1853（5種），ニ

ンギョウアナゴ属 Myrophis Lutken, 1852（1），ムカシウ

ミヘビ属 Neenchelys Bamber, 1915（2），ミミズアナゴ属

Scolecenchelys Ogilby, 1897（7）の 4属 15種が記録されて

いる（日比野・ざんくるす，2025）．

2025年に鹿児島県から本亜科魚類のミサキウナギ Sco-

lecenchelys aoki (Jordan and Snyder, 1901)とシラスミミズア

ナゴ Muraenichthys sibogae Weber and de Beaufort, 1916が鹿

児島湾と奄美群島の奄美大島からそれぞれ 1個体採集され

た．これらは鹿児島県における初めての記録であり，前者

は分布の南限記録，後者は北限記録となるため，ここに報

告する．

材料と方法
計数・計測方法は Hibino and Kimura (2015a)と日比野・

木村（2016）にしたがい，計測はデジタルノギスを用いて

0.1 mm単位まで行った．全長（total length）は TL，頭長

（head length）は HLと表記した．Preanal vertebrae (PAV)の

和訳は餐場ほか（2026）にしたがい，肛門前脊椎骨数とし

た．各体部の観察は固定後に双眼実体顕微鏡下で行い，必

要に応じてサイアニンブルーによる染色を行った．脊椎骨

数の計数は軟 X線写真を用いて行った．生鮮時の色彩は

ホルマリン固定前に撮影された標本のカラー写真に基づい

て記載した．標本の作成，登録，撮影，および固定方法は

本村（2009）に準拠した．本研究に用いた標本は鹿児島大

学総合研究博物館（KAUM）に保管されており，生鮮時

の写真は同館データベースに登録されている．

Scolecenchelys aoki (Jordan and Snyder, 1901)

ミサキウナギ
（Figs. 1, 2; Table 1）

標本　KAUM–I. 220770，性別不明，全長 84.2 mm，鹿

児島県鹿屋市沖（鹿児島湾），31°23′17″–24′02″N, 130°42′ 

42″–43′43″E，水深 70.9–74.1 m，2025年 10月 2日，ドレッ

ジ，南星丸，佐藤大義氏寄贈．

記載　計数・計測値は Table 1に示した．体は著しく細

長く，躯幹部から尾部にかけて側扁する．尾部は肛門前長

よりわずかに長い．頭部は小さい．頭部背縁は直線状でわ

ずかに膨らむ．鰓嚢部はわずかに膨らむ．吻は長く，吻端

は下顎先端より前方に突出し，尖る．吻腹面の中央に 1本

の縦溝があり，前鼻孔基部の前縁より前方に伸びる．前鼻

孔は吻端のやや後方に位置し，短い管状．後鼻孔開口部は

口の内側，眼の前下方に位置し，外側は幅広い皮弁で覆わ

れる．眼は小さく，上顎の中央よりわずかに後方に位置す
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る．口裂末端は眼の後縁よりわずかに後方に位置する．鰓

孔は小さく．体の側中線よりやや下方に位置する．頭部感

覚管孔は明瞭．眼上感覚管孔（SO）は 1 + 4個，眼下感覚

管孔（IO）は 4 + 3個で，前鼻孔と後鼻孔の間に 2個もつ．

下顎―前鰓蓋感覚管孔（POM）は 6 + 3個で，上側頭感

覚管孔（ST）は 2個．眼隔域および上側頭中央部にそれ

ぞれ感覚管孔を 1個もつ．側線管孔は小さく，鰓孔前の側

線管孔は 8個（Fig. 2）．側線管は不完全で，末端は尾部中

央付近に位置する．歯はやや小さく，尖った円錐形で後方

に湾曲．両顎歯および鋤骨歯は 1列．上顎間歯は半円状に

配列し，幅広い歯帯を形成しない．上顎歯は口を閉じた状

態でも吻腹面の縦溝から確認できる．背鰭始部は肛門より

後方に位置し，臀鰭始部は肛門の直後に位置する．背鰭と

臀鰭は低い．尾鰭は小さいが明瞭で，背鰭および臀鰭と接

続し，後縁は丸い．胸鰭を欠く．

色彩　生鮮時（Fig. 1）―頭部背側，下顎，躯幹部背側，

および尾部は一様に淡黄色で，頭部はやや赤味を帯びる．

吻端と躯幹部腹側は白色，鰓嚢部はやや黄色味を帯びた薄

桃色．吻端を除く頭部と躯幹部背側，尾部，および下顎の

大部分に多数の黒色素胞が分布する；密度は不均一で，眼

の直後で高く，尾部後半で低い．峡部から躯幹部腹側にか

けて黒色素胞を欠く．鰭は白色半透明で，尾鰭の基部付近

は黄色．

固定後―体は一様に灰褐色で，腹側はやや淡い．吻端

と前鼻管は白色．黒色素胞の分布は生鮮時と同様．鰭は白

色半透明．

分布　本種は日本と韓国に分布し（Hibino and Kimura, 

2015a），日本では北海道（津軽海峡）から宮崎県にかけて

の太平洋沿岸，秋田県から熊本県にかけての日本海沿岸，

および瀬戸内海（清水，2013; Hibino and Kimura, 2015a；

吉郷，2018；日比野，2025；玉井ほか，2025）から記録さ

れていた．本研究により新たに鹿児島湾における分布が確

認された．

備考　本標本は胸鰭を欠くこと，前鼻孔が管状である
こと，後鼻孔が口の内側に開口し，開口部が皮弁で覆われ

ること，前鼻孔と後鼻孔の間に感覚管孔を 2個もつこと，

歯が円錐形であり，上顎間歯が幅広い歯帯を形成しないこ

と，および背鰭と臀鰭が尾鰭と接続し，尾鰭が明瞭であ

ることなどから，McCosker et al. (2012)とMcCosker (2022)

が示した Scolecenchelysの特徴と一致し，さらに背鰭始部

が肛門より後方に位置することから，Hibino and Kimura 

(2015a)が定義した Scolecenchelys gymnota種群に属する．

Fig. 2. Lateral view of head of Scolecenchelys aoki (KAUM–I. 220770, 84.2 mm TL), showing the lateral-line system. SO: supraor-
bital pores; IO: infraorbital pores; POM: preoperculo-mandibular pores; ST: supratemporal pores; LL: lateral line pores. Arrows 
indicate interorbital (left), median supratemporal (right) pores.

Fig. 1. Fresh specimen of Scolecenchelys aoki (KAUM–I. 220770, 84.2 mm TL) from Kagoshima Bay, Kagoshima Prefecture, Japan.



Ichthy 70 ǀ 2026 ǀ 3

Mizuno et al. — Scolecenchelys aoki and Muraenichthys sibogae from Kagoshima Prefecture

加えて，本標本は頭長が全長の 9.9%であること，尾部長

が全長の 54.0%であること，眼後部に眼下感覚管孔を 3

個もつこと，吻腹面に縦溝があり，前鼻孔の基部前縁より

前方に伸びること，吻端が尖ること，口裂末端が眼後縁を

わずかに越えること，両顎歯と鋤骨歯がそれぞれ 1列で

あること，背鰭始部―肛門水平距離が頭長の 72.3%であ

ること，峡部から鰓嚢腹面に黒色素胞叢がないこと，背

鰭前脊椎骨数が 61であること，肛門前脊椎骨数が 54で

あること，総脊椎骨数が 130であることから，Hibino et al. 

(2012), Hibino and Kimura (2015a)，および日比野・ざんく

るす（2025）が示したミサキウナギ S. aokiの特徴と一致

したため，本種に同定された．ただし，本標本は Hibino 

and Kimura (2015a)が示した計測値と比較して，鰓孔にお

ける体幅の全長比，眼径の頭長比および吻長比がやや小

さい値を示したが，本研究では種内変異とみなした．ま

た Hibino et al. (2012)はミサキウナギの下顎―前鰓蓋感覚

管孔を 5 + 3個としたが，本標本では左右ともに 6 + 3個

確認された（Fig. 2）．ミミズアナゴ属の一部の種では下顎

―前鰓蓋感覚管孔数の個体変異が知られており，ミミズ

アナゴ S. gymnota (Bleeker, 1857)，サンゴミミズアナゴ S. 

iredalei (Whitley, 1927)では 4–5 + 3個，フトミミズアナゴ S. 

laticaudata (Ogilby, 1897)では 5–6 + 3個である（Hibino and 

Kimura, 2015a）．そのため，本標本についても種内変異と

判断した．

ミサキウナギの国内における分布記録は「分布」の頁

に示した通りである．Hibino et al. (2012)は大隅諸島馬毛

島産の 1標本（NSMT-P 59386）をミサキウナギ S. aokiに

同定し，それを引用して，波戸岡（2013）や Motomura 

(2023)は馬毛島に本種が分布するとした．しかし，同標本

は Hibino and Kimura (2015a)によりサンゴミミズアナゴ S. 

iredaleiに再同定されたため，馬毛島からのミサキウナギ

の記録はない（是枝ほか，2026）．また，Iwatsuki et al. (2017)

は日向灘（大分県，宮崎県，および鹿児島県の太平洋沿岸

域）から標本に基づき本種を記録したが，根拠となる標本

番号は明示されていない．現在，宮崎大学農学部水産科学

講座（MUFS）が所蔵する魚類標本はすべて鹿児島大学総

合研究博物館に移管されている．本研究では，これらの

移管標本を調査した結果，宮崎県門川町から採集された

2標本［MUFS 32043, 32044（それぞれ KAUM–I. 409058, 

409059に再登録），全長 276.1–339.0 mm］が確認された．

MUFS標本台帳上においてミサキウナギはこの 2標本しか

存在していないことから，Iwatsuki et al. (2017)の記録の根

拠は宮崎県門川町産の 2標本であると判断した．このため

標本に基づくミサキウナギの分布の南限は宮崎県門川町で

あり，鹿児島県からの記録はない（Hibino et al. 2012;日比

野，2025）．したがって，鹿児島湾で採集された標本は本

種の鹿児島県初記録であるとともに，分布の南限を更新す

る記録となる．

Muraenichthys sibogae Weber and de Beaufort, 1916

シラスミミズアナゴ
（Figs. 3, 4; Table 2）

標本　KAUM–I. 219903，雌，全長 111.3 mm，鹿児島

県奄美市名瀬大熊大熊漁港（奄美群島奄美大島），28°24′ 

13″N, 129°31′05″E，水面，2025年 8月 24日，手網，是枝

伶旺氏採集．

記載　計数・計測値は Table 2に示した．体は細長く，

躯幹部から尾部にかけてよく側扁する．尾部は肛門前長よ

り明らかに長い．頭部は小さい．頭部背縁はゆるやかに膨

らむ．鰓嚢部は大きく膨らむ．吻は短く，吻端は下顎先端

よりわずかに前方に突出し，やや鈍い．前鼻孔は吻端のや

や後方に位置し管状で，眼径よりやや短い．後鼻孔開口部

は口の外側，眼の直前に位置し，前縁に三角形状の小皮弁

をもつ．眼はやや大きく，上顎のほぼ中央に位置する．口

裂末端は眼の後縁よりはるか後方に位置する．鰓孔は眼

径より小さく．体の側中線からやや下方に位置する．頭部

感覚管孔は明瞭．SOは 1 + 4個，IOは 3 + 2個で，前鼻孔

と後鼻孔の間に 1個もつ．POMは 5 + 3個で，STは 2個．

Table 1. Counts and measurements of Scolecenchelys aoki.

This study Hibino and Kimura 
(2015a)

KAUM–I. 
220770 n = 37

Total length (TL; mm) 84.2 77–460
Counts
Lateral line before anus 55 53–61
Predorsal vertebrae 61 56–65
Preanal vertebrae 54 53–58
Total vertebrae 130 130–138
Measurements (% of TL)
Head length 9.9 7.6–10
Trunk length 35.6 34–38
Preanal length 45.8 42–48
Tail length 53.7 51–57
Body depth at gill opening 1.7 1.3–2.7
Body width at gill opening 1.3 1.5–2.3
Body depth at anus 1.4 —
Body depth at anus 1.1 —
Measurements (% of HL)
Head depth 19.2 18–35
Head width 16.9 17–31
Anus to origin of dorsal fin 72.3 10–77
Eye diameter 3.6 4.9–8.1
Interorbital width 7.1 5.8–14
Snout length 20.5 15–20
Upper-jaw length 34.9 31–38
Mouth gape 27.7 25–28
Gill-opening length 4.8 4.1–8.4
As % of snout length
Eye diameter 17.6 23–45
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眼隔域および上側頭中央部にそれぞれ感覚管孔を 1個も

つ．側線管孔は明瞭で，鰓孔前の側線管孔数は 10個（Fig. 

4）．側線管は不完全で，肛門のやや後方まで伸長するもの

の，第 27孔直後で一度途切れる．歯は小さく，先端がや

や鈍い円錐形．両顎歯は 1列．鋤骨歯は 2列をなす．背鰭

始部は肛門より前方に位置し，臀鰭始部は肛門の直後に位

置する．背鰭と臀鰭は低く，尾端付近でわずかに高くなる．

尾鰭は小さいが明瞭で，背鰭および臀鰭と接続し，後縁は

鈍い． 胸鰭を欠く．

色彩　生鮮時（Fig. 3）―　頭部背側，下顎，躯幹部背側，

および尾部は一様に淡黄色．頭部と躯幹部背側，尾部およ

び下顎前半部に多数の黒色素胞が分布し，密度はほぼ均一．

峡部から躯幹部腹側にかけて黒色素胞を欠く．躯幹部から

尾部にかけての体側に外傷による鬱血痕と思われる赤色斑

が散在．頭部腹側，躯幹部腹側は白色．鰭は白色半透明．

固定後―　体は一様に灰色で，腹側は淡い．黒色素胞

の分布は生鮮時と同様．鰭は白色半透明．

分布　本種は太平洋の熱帯・亜熱帯域に分布し，日本，
フィリピン，チモール島，パラオ，アルノ環礁，サモア諸

Fig. 4. Lateral view of head of Muraenichthys sibogae (KAUM–I. 219903, 111.3 mm TL), showing the lateral-line system. SO: supra-
orbital pores; IO: infraorbital pores; POM: preoperculo-mandibular pores; ST: supratemporal pores; LL: lateral line pores. Arrows 
indicate interorbital (left), median supratemporal (right) pores.

Fig. 3. Fresh specimen of Muraenichthys sibogae (KAUM–I. 219903, 111.3 mm TL) from Amami-oshima island, Amami Islands, Ka-
goshima Prefecture, Japan.

Table 2. Counts and measurements of Muraenichthys sibogae.

This study Hibino and Kimura 
(2016)

KAUM–I. 
219903 n = 8

Total length (TL; mm) 111.3 85–107
Counts
Lateral line before anus 27+16 43–48
Predorsal vertebrae 35 37–42
Preanal vertebrae 43 42–47
Total vertebrae 144 141–150
Measurements (% of TL)
Head length 9.9 9.7–11
Trunk length 23.7 22–25
Preanal length 34.3 33–37
Tail length 65.6 63–67
Body depth at gill opening 2.2 2.1–3.2
Body width at gill opening 1.2 1.2–2.0
Body depth at anus 1.9 1.8–2.5
Body width at anus 1.3 1.4–2.1
Measurements (% of HL)
Anus to origin of dorsal fin 44.5 13–46
Eye diameter 6.4 6.4–8.4
Interorbital width 7.3 5.1–8.5
Snout length 16.4 11–16
Upper-jaw length 31.8 30–41
Gill-opening length 4.5 2.8–6.4
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島から記録されている（日比野・木村，2016）．日本では

沖縄島（日比野・木村，2016；日比野ほか，2021）と伊江

島（日比野・木村，2016）から記録されていた．本研究に

より新たに奄美大島における分布が確認された．

備考　本標本は後鼻孔が口の外側に位置し，開口部前
縁に小皮弁をもつこと，前鼻孔と後鼻孔の間に眼下感覚管

孔を 1個もつこと，前鰓蓋感覚管孔を 3個もつこと，胸鰭

を欠くこと，および尾鰭は小さいが明瞭で背鰭および尾

鰭と連続することなどから，Hibino and Kimura (2015b)と

Hibino et al. (2019)が示した Muraenichthysの特徴と一致す

る．加えて，本標本は頭長が全長の 9.9%であること，背

鰭始部が肛門直上よりわずかに前方に位置し，背鰭始部

―肛門水平距離が頭長の 44.5%であること，尾部が長く，

全長の 65.6%であること，主上顎骨歯が 1列であること，

鋤骨歯が 2列であること，肛門前脊椎骨数が 44であるこ

と，総脊椎骨数が 144であることから，日比野・木村（2016）

および日比野・ざんくるす（2025）が示したシラスミミズ

アナゴ M. sibogaeの特徴と一致したため，本種に同定され

た．ただし，本標本は日比野・木村（2016）が示した計数・

計測値と比較して，肛門における体幅の全長比および背鰭

前脊椎骨数がわずかに小さい値を示したが，その差は軽微

であるため，本研究では種内変異とみなした．

本標本は腹部が膨らんでおり，腹腔内に直径 0.7 mm前

後の卵が多数確認された．本種は成熟サイズが全長 100 

mm前後と比較的小さく，少なくとも全長 89 mmで成熟

した卵母細胞（0.70–0.79 mm）をもつ個体が存在すること

が知られており（日比野・木村，2016；日比野・ざんくる

す，2025），今回採集された標本は成熟個体であると考え

られる．

シラスミミズアナゴの分布記録は「分布」の頁に示し

た通りであり，これまでの分布の北限記録は沖縄島であっ

た（日比野・木村，2016）．したがって，奄美大島から採

集された標本は鹿児島県初記録であるとともに，本種の分

布北限を更新する記録となる．本標本は漁港の常夜灯に照

らされた水面付近を遊泳しているところを採集された．こ

のように表層で抱卵個体が採集された事例は本種（日比野・

木村，2016，本研究）やサンゴミミズアナゴ（餐場ほか，

2026）において確認されており，本標本は産卵のために水

面付近まで遊泳してきた個体である可能性がある．しかし

ながら，ウミヘビ科魚類は繁殖生態に関する知見に乏しく，

抱卵個体が実際に表層付近で産卵するかは不明である（日

比野・ざんくるす，2025；餐場ほか，2026）．また，餐場

ほか（2026）はサンゴミミズアナゴにおける表層での遊泳

行動について，確認された外傷から衰弱していた可能性を

挙げており，本標本においても体表に外傷が確認されたこ

とから，本標本が衰弱していた可能性もある．今後，本種

における繁殖生態の解明が期待される．

比較標本　ミサキウナギ（2個体）：KAUM–I. 409058，

全長 276.1 mm， KAUM–I. 409059，全長 339.0 mm，宮崎県

東臼杵郡門川町庵川，2009年 4月 21日．
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